
表 1 各添加濃度の真度および精度の目標値 
濃度（ppm) 真度（％） 併行精度（％） 室内精度（％）

0.01 70～120 25＞ 30＞
0.1 70～120 15＞ 20＞  
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要 旨 農産物の残留農薬等一斉分析法の使用機器をGC/MSからGC/MS/MSに更新する機会に測定

項目の見直しを行い、農産物 8 品目に対する妥当性評価を実施した。その結果、評価した農薬等 168
項目のうち農産物により 138～165 項目で測定可能となった。 
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1．はじめに 

農産物の残留農薬等一斉分析法に使用してきた

GC/MS を、GC/MS/MS に更新する機会を得た。それ

に合わせて、測定項目の見直しを行い、使用する混合

標準液を変更するとともに、茶の精製方法を一部変更

し、厚生労働省医薬食品局安全部長通知平成 22 年 12
月 24 日付け食安発 1224 第 1 号「食品中に残留する農

薬等に関する試験法の妥当性評価ガイドラインの一部

改正について」1)（以下「ガイドライン」という）に

基づき妥当性評価を実施したので報告する。 
 

2．試料 

ガイドラインに基づき代表的な食品として以下の

農産物 8 品目を選択した。 
（1）キャベツ（イオウ化合物を含むもの） 
（2）にんじん（その他） 
（3）こまつな（葉緑素を多く含むもの） 
（4）ばれいしょ（デンプンを多く含むもの） 
（5）あまなつ（果実） 
（6）茶 
（7）らっかせい（豆類・種実類） 
（8）小麦粉（穀類） 
 にんじんについては、過去の依頼実績が多いことか

ら評価対象に加えた。 
 
3．方法 

ガイドラインに基づき、添加濃度は 0.01ppm（一律

基準値）と 0.1ppm の 2 濃度、真度は添加試料を 6 回

測定し得られた結果の平均値の添加濃度に対する比を

求め、精度は実施者 1 名が 1 日 1 回（3 併行）5 日間

実施する枝分かれ実験を行った。また、定量下限値は

0.005 ppm とした。各添加濃度の真度および精度の目 

標値を表 1 に示した。 

4．試薬・試液・精製カラム 

4．1  試薬・試液 

（1）標準液 
富士フィルム和光純薬社製農薬混合標準液

PL-1- 2、PL-2-1、PL-3-3、PL-4-2、PL-5-1、PL-6-3、
PL-11-2 および PL-12-1 を使用した。各農薬濃度

が 2ppm になるようにアセトンと n－ヘキサンを

1：1 で混合した溶液で混合希釈後、同溶液で適宜

希釈し使用した。 
（2）試薬・試液 
   その他の試薬、試液は既報 2),3),4)に従った。 
4．2  精製カラム 

（1）オクタデシルシリル化シリカゲルミニカラム（以 
下「C18」という） 

   InertSep C18FF（1g）6mL（ GL サイエンス社 
   製）（野菜、果実に使用） 
   InertSep C18FF（2g）12mL（ GL サイエンス

社製）（穀類、豆類・種実類、茶に使用） 
（2）グラファイトカーボン N-プロピルエチレンジア

ミンミニカラム（以下「GC/PSA」という） 
   ENVI-carbⅡ/PSA（500mg/500mg）6mL（スぺ 

ルコ社製）（野菜、果実に使用） 
InertSep GC/PSA（1g/1g）20 mL（ GL サイエ

ンス社製）（穀類、豆類、種実類に使用） 
InertSep GC/PSA（2g/1g）20mL （GL サイエ 
ンス社製）（茶に使用） 



（3）シリカゲルミニカラム（以下「SI」という） 
InertSep SIFF（1g）6mL （GL サイエンス社 
製）（茶に使用） 

 
5．GC/MS/MS 測定条件 

 測定機器（Agilent Technologies 社製） 

GC：7890B GC System 
オートサンプラー：7693A Autosampler 
MS：7000D GC/TQ 

（1）GC 部 
注入方法 :Multi Mode Injection（MMI） 
注入口温度：70℃（0.06 min）-600℃/min-280℃ 

（5min） 
  注入量：10μL（Analyte Protectants 溶液 

1μL 2 層逆転注入） 
    カラム：VF-5ms 

（0.25mm i.d×30ｍ,膜厚 0.25μm） 
カラム温度：70℃（2min）‐25℃/min‐150℃ 

（0min）‐3℃/min‐200℃  

（0min）‐8℃/min‐310℃  
（5min） 

キャリアガス：He  
流量：基本流量は 1.1 あるいは 1.5 mL/min と   

し、Retention Time Locking（RTL）でクロ

ルピリホスメチルの保持時間が 17.469 分に

なるように流量を調整した。 
（2）MS 部 
  トランスファーライン温度：290℃ 

イオン源温度：320℃ 
四重極温度：150℃ 
イオン化モード：EI（70eV） 
測定モード：Multiple Reaction Monitoring 

（MRM） 
   
6．抽出方法 

野菜、果実、豆類・種実類および穀類の試験溶液調

製方法は既報 2),3)に従った。機器更新により検出感度

が向上したことから、野菜および果実は試験溶液の定

容量を 0.8mL から 4.0mL に変更した。また、豆類・

種実類および穀類は抽出溶液採取量を 40mL から

20mL に、試験溶液の定容量を 0.8mL から 2.0mL に

変更した（図 1）。 
茶では既報 4)から以下の 3 点を変更した。GC/PSA

は GC 充填量を 1g から 2g に増量し、葉緑素の更なる

精製を目指した。SI は操作性を考慮し、カートリッジ

型からシリンジバレル型に変更した。GC/PSA 溶出溶

媒はアセトン n－ヘキサン混液からアセトニトリルト

ルエン混液に変更し、精製途中での析出を防止した。

また、試験溶液の定容量は検出感度の向上に合わせて

0.5mL から 1.0mL に変更した（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7．測定項目および妥当性評価結果 

 測定項目数 168 のうち、適合項目数はキャベツ 161、
にんじん 162、こまつな 159、ばれいしょ 157、あま

粉 砕 均 一化 試 料

野 菜 果 実 ： 2 0.0 g
穀 類 豆 類 種実 類 ： 1 0.0 g

振 と う 抽出 ま たは ホ モジ ナ イズ

振 と う （ 10分 間 ）

抽 出 液 20 m Lを 分 取

振 と う 抽出 ま たは ホ モジ ナ イズ

残 留 物

吸 引 ろ 過・ 遠 心分 離

吸 引 ろ 過・ 遠 心分 離

G C /M S /M S試 験 溶 液

ミ ニ カ ラ ム精 製 2

濃 縮

4 0℃ 以 下 で 1 m L 以 下 に 減 圧 濃 縮
窒 素 ガ ス で 乾 固
ア セ ト ン -ｎ -ヘ キ サ ン (1 :1 )で 溶 解 し て

通 常 正 確 に 2～ 4m L （ 等 倍 ） と す る

N a C l（ 野 菜 果 実 ： 5 g 穀 類 豆 類 種 実 類 ： 8 g）
0 .5 m o l/L リ ン 酸 緩 衝 液 （ pH 7 .0)1 0 m L 添 加

ア セ ト ニ ト リ ル 2 0 m L 添 加

ア セ ト ニ ト リ ル 5 0 m L 添 加

G C /P S A
野 菜 果 実 ： E N V I-ca rbⅡ /P S A （5 0 0 m g /5 0 0 m g ）6 m L
穀 類 豆 類 種 実 類 ： I n ertS ep  G C /P S A (1 g /1 g )2 0 m L
ア セ ト ニ ト リ ル ・ ト ル エ ン (3 :1 )で
コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ

抽 出 液 を カ ラ ム に 負 荷

ア セ ト ニ ト リ ル ・ ト ル エ ン (3 :1 )で 溶 出

ミ ニ カ ラ ム精 製 1

ア セ ト ニト リ ル層 を 分取

遠 心 分 離 15 00 rp m 5分

ア セ ト ニト リ ル
1 0 0 m L に 定 容

濃 縮 ・ 乾固

無 水 硫 酸 N a積 層 C 1 8
野 菜 果 実 ： I n ertS ep  C 1 8 F F （ 1 g ） 6 m L
穀 類 豆 類 種 実 類 ： I n ertS ep  C 1 8 F F （2 g ）1 2 m L
ア セ ト ニ ト リ ル で コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ
ア セ ト ニ ト リ ル 層 を 負 荷 ア セ ト ニ ト リ ル で 溶 出

ア セ ト ニ ト リ ル ： ト ル エ ン (3 :1) 3 m L 添 加
4 0℃ 以 下 で 2～ 3 m L に 減 圧 濃 縮

 
図 1 野菜、果実、豆類・種実類、穀類抽出方法 

粉 砕 試 料 5g

アセ ト ニトリ ル層 を分取

振 と う （ 10分 間 ）

抽 出 液 20 m Lを 分取

残 留物

吸 引 ろ 過・ 遠 心分離

吸 引 ろ過・ 遠 心分 離

G C /M S /M S試 験 溶 液

濃 縮

N a C l 8 g
0 .5 m ol/L リ ン 酸緩 衝 液 （ p H 7 .0 )1 0 m L 添加

ア セ ト ニト リ ル 2 0 m L 添 加

無 水硫 酸 N a積 層 C 1 8
In ertSepC 1 8 F F （ 2 g） 1 2 m L
ア セト ニ ト リ ルで コ ン ディ シ ョ ニン グ
ア セト ニ ト リ ル層 を 負 荷ア セ ト ニト リ ル で溶 出

遠 心 分 離 15 00 rp m 5分

抽 出 液 をカ ラ ム に負 荷
ア セ ト ニト リ ル ・ト ル エ ン (3 :1 )で 溶出

4 0℃ 以 下 で 1 m L 以下 に 減 圧濃 縮 窒素 ガ ス で乾 固
ア セト ン -ｎ -ヘ キ サン (1 :1)で 溶解 し て

通 常正 確 に 1 m L （ 等 倍 ）と す る

SI
In ertS ep  S I  F F   (1 g ）6 m L
アセ ト ン -n -ヘキ サ ン (1 5 :8 5 ) でコ ン デ ィシ ョ ニ ング

抽出 液 を カラ ム に 負荷

アセ ト ン -n -ヘキ サ ン (1 5 :8 5 ) 以 上で 溶 出

4 0℃ 以下 で 1 m L 以 下 に減 圧 濃 縮 窒 素ガ ス で 乾固

ア セ ト ン -n-ヘ キサ ン (1 5 :8 5 ) 3 m L で 溶解

濃 縮 ・ 乾固

振と う 抽出ま たは ホモジ ナ イズ

振 と う 抽出 ま たは ホ モジ ナ イズ

蒸 留 水 2 0 gを 加 え 1 5分 間 静置
ア セ ト ニト リ ル 5 0 m L 添 加

ア セ トニト リ ル

1 0 0 m L に 定容

G C /P SA
In ertS ep G C /P S A (2 g /1 g ) 2 0 m L
アセ ト ニ トリ ル ・ トル エ ン (3 :1 )で コ ンデ ィ シ ョニ ン グ

濃 縮 ・ 乾固

ミ ニ カ ラ ム精 製 1

ミ ニ カ ラ ム精 製 2

ミ ニ カ ラ ム精 製 3

ア セト ニ ト リル ・ ト ルエ ン (3 :1 ) 3 m L 添 加
4 0℃ 以 下 で 2～ 3 m L に減 圧 濃 縮

 
図 2 茶抽出方法 



なつ 148、茶 141、らっかせい 138、小麦粉 165 だっ

た（表 2）。 
 
 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

              表 2 測定項目および妥当性評価結果 

農産物 キャベツ にんじん こまつな ばれいしょ あまなつ 茶 らっかせい 小麦粉

1 EPN 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2 アクリナトリン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×（3） 〇

3 アザコナゾール 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4 アジンホスメチル 〇 〇 〇 ×（3） ×（1） ×（3） 〇 〇

5 アセトクロール 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6 アトラジン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

7 アラクロール 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

8 アルドリン及びディルドリン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇

9 イサゾホス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10 イソキサチオン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

11 イソフェンホス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12 イプロベンホス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

13 ウニコナゾール  p 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

14 エスプロカルブ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

15 エタルフルラリン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇

16 エチオン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

17 エディフェンホス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

18 エトキサゾール 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

19 エトフェンプロックス 〇 〇 〇 〇 ×（1） ×(2)（3） 〇 〇

20 エトフメセート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

21 エトプロホス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

22 エンドリン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

23 オキサジアゾン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

24 オキシフルオルフェン 〇 〇 ×（3） 〇 〇 〇 〇 〇

25 カズサホス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

26 カフェンストロール 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇 〇 〇

27 カルフェントラゾンエチル 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇 〇

28 キナルホス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

29 キノキシフェン 〇 〇 〇 〇 〇 ×（3） 〇 〇

30 キノクラミン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

31 キントゼン ×（1） 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇

32 クロマゾン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

33 クロルタールジメチル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

34 クロルデン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇

35 クロルピリホス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

36 クロルピリホスメチル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

37 クロルフェナピル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

38 クロルフェンソン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

39 クロルプロファム 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

40 クロルベンシド 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)（3） 〇

41 クロルベンジレート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

42 シアノホス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

43 ジクロシメット 〇 〇 〇 ×（3） 〇 〇 〇 〇

44 ジクロフェンチオン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

45 ジクロホップメチル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

46 ジクロラン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

47 ジスルホトン 〇 〇 〇 ×（1） ×（1） ×（3） ×(1)(2)(3） 〇

48 シニドンエチル 〇 〇 〇 ×(2)（3） 〇 ×（3） 〇 〇

49 シハロトリン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

50 シハロホップブチル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

51 ジフェナミド 〇 〇 〇 〇 〇 ×(2)（3） 〇 〇

52 ジフェノコナゾール 〇 〇 〇 ×（3） ×（1） ×(1)（3） ×（3） 〇

53 シフルトリン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

54 ジフルフェニカン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

55 シプロコナゾール 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

56 シペルメトリン 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇 〇

57 ジメチルビンホス (Z) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

58 ジメテナミド 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

59 ジメトエート 〇 ×（1） ×（1） ×（1） ×（1） ×(1)(2)(3） ×（1） ×（1）
60 シメトリン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

61 ジメピペレート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

62 スピロジクロフェン ×（1） ×（1） ×（1） 〇 〇 ×（3） ×（1） 〇

63 ゾキサミド 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） ×（3） 〇 〇

64 ターバシル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

65 ダイアジノン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

66 チオベンカルブ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

67 テトラクロルビンホス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

68 テトラコナゾール 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

69 テトラジホン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

70 テニルクロール 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

№ 161 162 159 157　　　　　　　　　適合項目数

項目名
141 138 165148

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                  表 2 つづき 

農産物 キャベツ にんじん こまつな ばれいしょ あまなつ 茶 らっかせい 小麦粉

71 テブコナゾール 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

72 テブフェンピラド 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

73 テフルトリン 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇 〇 〇

74 デルタメトリン 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇 〇 〇

75 テルブトリン 〇 〇 ×（3） 〇 〇 〇 〇 〇

76 テルブホス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇

77 トラロメトリン 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇 〇 〇

78 トリアゾホス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇

79 トリアレート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇

80 トリシクラゾール 〇 〇 〇 ×（3） 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

81 トリフルラリン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇

82 トリフロキシストロビン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

83 トルクロホスメチル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

84 ニトロタールイソプロピル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

85 パクロブトラゾール 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

86 パラチオン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

87 パラチオンメチル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

88 ハルフェンプロックス 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1） ×(1)（3） 〇

89 ピコリナフェン 〇 〇 〇 〇 〇 ×（3） 〇 〇

90 ビフェノックス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

91 ビフェントリン ×（1） ×(1)（3） 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇

92 ピペロホス 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇 〇

93 ピラクロホス 〇 〇 〇 ×（3） ×(1)（3） ×(2)（3） 〇 〇

94 ピラゾホス 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇 〇

95 ピラフルフェンエチル 〇 ×（1） 〇 〇 〇 〇 〇 〇

96 ピリダフェンチオン 〇 〇 〇 〇 ×（1） ×（3） 〇 〇

97 ピリフェノックス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

98 ピリブチカルブ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

99 ピリプロキシフェン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

100 ピリミノバックメチル 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇 〇 〇

101 ピリミホスメチル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

102 ピリメタニル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

103 ピロキロン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

104 ビンクロゾリン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

105 フィプロニル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

106 フェナリモル 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

107 フェニトロチオン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

108 フェノチオカルブ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

109 フェンクロルホス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

110 フェンスルホチオン 〇 〇 〇 〇 〇 ×(1)(2)(3） 〇 〇

111 フェンチオン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

112 フェントエート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

113 フェンバレレート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

114 フェンプロパトリン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

115 フェンプロピモルフ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇

116 フサライド 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×（3） 〇

117 ブタクロール 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

118 ブタミホス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

119 ブプロフェジン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

120 フラムプロップメチル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

121 フルアクリピリム 〇 〇 ×（1） 〇 〇 〇 〇 〇

122 フルキンコナゾール 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×（3） 〇

123 フルシトリネート 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇 〇 〇

124 フルチアセットメチル 〇 〇 〇 ×（3） 〇 ×（3） ×（3） 〇

125 フルトラニル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

126 フルバリネート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×（3） 〇

127 フルフェンピルエチル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

128 フルミオキサジン 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇 〇 〇

129 フルミクロラックペンチル 〇 〇 〇 〇 ×（1） ×（3） 〇 〇

130 プレチラクロール 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

131 プロシミドン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

132 プロチオホス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇

133 プロパクロール 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

134 プロパジン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

135 プロパニル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

136 プロパホス ×（1） 〇 〇 〇 〇 〇 ×（3） 〇

137 プロピコナゾール 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

138 プロピザミド 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

139 プロヒドロジャスモン ×（3） 〇 ×(1)（3） 〇 〇 ×(2)（3） 〇 〇

140 プロフェノホス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

№ 161 162 159 157　　　　　　　　　適合項目数

項目名
139 165149 141

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8．まとめ 

 4 種の野菜（キャベツ、にんじん、こまつな、ばれ

いしょ）と小麦粉は適合項目数が測定項目数の 90％以

上となった。一方、あまなつのリモネンや茶のカテキ

ン、らっかせいのピーナッツオイル等、野菜や小麦粉

と比較して特有の成分を多く含むこれら 3 品目は適合

項目数が少なくなった。 
ホルモチオンはすべての農産物の真度で不適合と

なり、一斉法での測定は難しいと考えられた。 
茶の GC/PSA の溶出溶媒をアセトンヘキサン混液

からアセトニトリルトルエン混液に変更したことで精

製中の析出はなくなり、また、GC の充填量を多くし

たことで試験溶液の色が明らかに薄くなった。変更前

には不適合となっていたアザコナゾール、キノクラミ

ン、ミクロブタニルの 3 項目が適合となったことから

ある程度効果があったと考えられるが、測定項目が異

なるため一概には比較できない。 
真度が不適合となった項目では低濃度（0.01ppm）

のみが不適合という項目が多くみられた。これは高濃

度（0.1ppm）では試験溶液を 10 倍に希釈して測定す

るため、夾雑物質の影響がより少なかったことが要因

として考えられた。 
機器更新に伴い測定項目を変更したことで、以前の

測定項目と比較して、実際に検出されている農薬の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
測定数を増やすことが可能になると思われる 5)。令和

3 年度以降の収去検査から測定機器を変更することで、

食品安全の向上により一層寄与していきたい。 
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                  表 2 つづき 

農産物 キャベツ にんじん こまつな ばれいしょ あまなつ 茶 らっかせい 小麦粉

141 ブロマシル 〇 〇 ×（3） 〇 〇 〇 〇 〇

142 プロメトリン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

143 ブロモプロピレート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

144 ブロモホス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

145 ブロモホスエチル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇

146 ヘキサクロロベンゼン ×(1)（2） ×(1)（3） ×（1）(3) ×(1)（3） 〇 ×(1)(2)(3） ×(1)(2)(3） ×(1)(2)(3）
147 ベナラキシル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

148 ベノキサコール 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

149 ヘプタクロル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇

150 ペルタン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

151 ペルメトリン 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇 ×（1） 〇

152 ペンコナゾール 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

153 ペンディメタリン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

154 ベンフルラリン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇

155 ベンフレセート 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

156 ホサロン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

157 ホスメット 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

158 ホルモチオン ×（1） ×(1)(2)(3） ×(1)（3） ×（1） ×(1)（3） ×（1） ×(1)(2)(3） ×(1)(2)(3）
159 ホレート 〇 〇 〇 〇 〇 ×（2） ×(1)（3） 〇

160 マラチオン 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇 〇 〇

161 ミクロブタニル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

162 メチダチオン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

163 メトキシクロール 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

164 メトラクロール 〇 〇 〇 〇 ×（1） 〇 〇 〇

165 メフェナセット 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

166 メフェンピルジエチル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

167 メプロニル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

168 レナシル 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

№ 161 162 159 157 165　　　　　　　　　適合項目数

項目名
149 141 139

 
〇：目標値適合 ×：目標値を満たさなかったもの 

(1)：真度不適合 (2)：併行精度不適合 (3)：室内精度不適合 


